
大規模災害時の活躍を期待

無人航空機の運用を開始

　伊予消防等事務組合消防本部では、10 月 1
日から無人航空機（以下「ドローン」）の運用を
開始しました。
　ドローンを使うと、人が近づけない災害現場
でも上空から被害状況などを正確に確認するこ
とができることから、
特に大規模災害時の
活躍が注目され、全
国で普及が進んでい
ます。

▲

全国の消防本部におけるドローンの活用状況
（令和 2年 6月 1日時点）

（出典）消防庁HP 「令和3年2月消防の動き598号」

日時　１月9日㊐　10 時～
場所　松前公園多目的広場

※　雨天時は、松前公園体育館で式典のみ行います。
※　新型コロナウイルス感染症予防のため、中止になることが
　あります。
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▲

全国の消防本部におけるドローンの運用実績
（令和 2年 6月 1日時点）

（出典）消防庁HP 「令和3年2月消防の動き598号」

　当消防本部でも、山岳救助や水難救助での遭
難者の早期発見、大規模火災における延焼状況
の確認などにドローンを活用し、現場活動方針
の早期決定に役立てることで、安全迅速な活動
ができることを想定しています。
　今後も、操縦技術や活動能力の向上を図り、災
害時における隊員の安全を確保するとともに、皆さ
んの安全安心を守れるよう、日々訓練に励みます。

本部数
H29 H30 R1 R2

活用して
いる 70 116 201 309

活用して
いない 662 612 525 417

活用率 9.6% 15.9% 27.7% 42.6％

運用種別 本部数（重複あり）

火災 97

火災調査 151

救助活動・捜索活動 138

自然災害 58

警防調査（建物構造、
怪煙など） 24

その他（鳥獣被害調査
など） 3

2022-1  ❖    広報  まさき21


